
鴨
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勢

働
づ
科

學

方

法

論

序

説

個

別

勢

働

能

、
の

考

察

、
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』

津

久

井

佐

喜

男

一二三

目

次

序艸労
働
科
学
の
基
本
的
性
格
-

個
別
勢
働
能
に
關
す
る
方
法
論
的
考
察

序

詞
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・

は
じ
め
に
,
科
学
と
し

て
の
勢
働
科
学

の
存
立
根
擦

を
、
其

の
嚢
達

過
程

に
於

て
捉

え
て
行
く

こ
と

」
し
た

い
。
勢
働
科
学

の
名
稻
が
.

明
示

さ
れ

る

の
は
、
略

々

一
九
二
〇
年
以
降

で
あ
る
が
、
現
在

の
努
働

科
学
と
し

て
の
盟
系
に
」近

い
研
究
は
、
既

に
其
以
前
か
ら
行

は
れ

て
い
た
。
本
稿

に
於

い
て
は
、
主
と

し
て
第

一
次
大
戦
後

の
資
本
主
義

の

一
般
的
危

機

の
時
期

以
降

に
於
け
る
勢

働
科
学

の
爽
達

経
過
を

も

中

心
と
し

て
、

こ
れ
と
の
關
聯

に
於

て
、
其

以
前

の
近
似
的

研
究
傾
向

の
諸
鮎
を
探

り
上
げ

て
行
く

こ
と

」
す

る
。
近
代
科
学
と

し
て
の

勢

働
科
学

の
学
的
基
礎
確
立
を

一
、
九

二
〇
年
以
降

と
見
倣

す
か
ら

に
外
な
ら
な

い
。

勢

働

科

學

方

法

論

序

説
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抑

々
近
世
資
本
制
生
産
過
程

に
於

て
帥労
働

の
問
題
を
考
察

す
る

に
當

?
て
、
そ

の
生
産
芳

式

の
基
本

的
封
立
契
機

で
あ

る

「
生
産

力
」

と

、

「
生
産
關
係

」
と

の
護
逮

過
程

に
於

け
る
現
象
形
態
と
し

て
の
勢
働
保
護
、
並

に
能
率
壇
進

の
基
本
事
實

の
解
明
か
ら
始

め
な

け
れ

ば
な
ら

な
い
。
帥労
働
を
蜀
象
と
す

る
全
ゆ

る
し科
学

へ
の
基
本
的

嬰
請
で
あ

る
か
ら
。

町

隠

・

先

す
能
傘
増
進

の
事
實
の
考
察

か
ら
始

め
よ
う
。
勢
働
能
率

の
増
大
を
計

る
こ
と
は
、
生
産
管
理

の
主
目
的
で
あ

る
が
、
こ

の
勢
働
能

傘

は
夫
れ
自
身

の
概
念

の
中

に
全
ぐ
異
質

的
要
因
を
藏
し

て
居

る
こ
と
を
見
落

し
て
は
な
ら
な

い
。
即
ち

「
勢
働

の

生

産

性
」

と

「
勢

働

の
彊
度

」
で
あ

る
。
勢

働

生

産

性

の
増

大
は
、
生
産
手

段
を
構
成
す

る
各
種

の
要
件

の
質
内
改

善

に
よ

つ
て
、の
み
到
達
し
う

る
勢
働

の
効
果

の
増
大

で
あ

る
。
然

る
に
帥労
働

の
張
度

は

一
定
時
間
内

に
、

一
定

の
生
産
を
あ
げ

る
爲
に
必
要
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
支
出

の
大

さ
を
云

い
、
從

つ

て
勢

働
強
度

の
増
大

は

、

エ
ネ

ル
ギ

ー
支
出

の
増
大

に
よ
る
生
産
性

の
増

大
を
意
味
す

る
,
勢
働
の
生

産
性
が
増
大
し

て
、
同

「
時
間
、
同

一
勢
働

を
以

て
、

よ
り
大
な

る
生
産
物
を
作
り
禺

せ
ば
、
一相
封
的
剰
余
便
値

の
生
産
が
行

は
れ
る
マ
其

の
際

、
同

一
勢
働
時

間
内

に
、
作
り
出

さ
れ

る
生
産
物

に
附
加

さ
れ

る
憤
値

は
、
勢
働

の
生
産
性

の
攣
化

に
慮
じ

て
愛

化
し
な

い
。
こ

の
攣

化
し
な

い
交
換
債

値

が
、
量
的

に
攣
動

す

る
使
用
贋
値

に
よ

つ
て
、
代
表
さ
れ
、
商
品

に
配

分
さ
れ
、
個

々
商
品

の
慣
値

は
低
落
す

る
。
結
論

と
し

て
、
勢

働

の
生
歳
性
が
塘
大
す

る
場
合

,
総
生
産
物

の
債
値

に
攣

化
は
な

い
が
、
個

々
商
品

の
贋
値
は
下
落

し
、
勢
働
力

の
償
値

は
下
る
。
相
封

的
剰

余
慣
値

は
壇
.大
す

る
結
果
と
な

る
,

然

る
に
努
働

の
強
度

の
増
大

は
、
.同

一
時
附

に
於
け
る
勢
働
量

の
壇
大

で
あ

る
か
ら
、
勢
働
強
度

が
増
大
し

て
も
個

々
の
生
産
物

に
要

す

る
勢
働
量
は
・不
攣

で
あ
る
か
ら
、

生
産
物

の
償
値

は
墜
ら
な

い
。
從

つ
て
、
生
産

物

の
償
値
を
低
落

さ
せ
す
し

て
、
敏
量

の
増
大
を
結

果

し
、
償
格

の
総
額

も
増

大
す

る
。

'
勢
働
H

の
償
値

生
産
物

が
増
加
的

に
憂
動

す
れ
ば
、
償
値

生
産
物
と
し

て
の
勢

働
力

の
憤
格

と
剰

余
慣
値
が
同
時

に
、
或

る
率
を
以

て

も

増

大

し

う

る
。

・
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斯
く

し
て
勢
働

生
産
性

並
に
、
強
度

の
増

大
は
、
生
産
物
を
増
大
せ
し
め
、
共

に
勢
働
者

の
生
活
手
段

又
は
其

の
等
慣
物

の
生
産

に
要

-す

る
部
分
を
縮
少
す

る
、
同
時

に
資
本
制
生
産

に
あ
つ

て
は
、
資
本
家

の
爲
め

の
生
産

に
要
す

る
部

分
、
即
ち
剰

余
艸労
働

の
部

分
を
増
大

す

る
。
從

つ
て
資

本
は
雨
者

の
増
大
を
意
圖
す

る
こ
と
は
當
然

で
あ
る
。

資

本
制
生
産

に
於

て
は
、
勢

働
生
産
性

の
増
大
は
勢
働
彊
度

の
増
大

を
伴
う
。
即
ち
勢
働

の
生
産
性
を
高

め
る
た

め
に
は
、
勢
働

手
段

の
改
善

が
要
請

さ
れ
、
螢
働
過

程

の
技
術
化
、
機
械
化

が
行

は
れ

る
。
而

し
て
資
本

の
高
度
化

に
俘

い
、
勢

働
者
敏

は
減

少
し
、
可
憂
資

本

に
樹
す

る
剰

余
勢
働
力
量

の
債
値

の
割
合
は
高
ま
る
が
、
資

本

の
不
攣
部
分

の
増
大

に
伴

い
、
其

の
有
機
的
構
成

は
高
ま
り

、
利
潤
峯

は
減

少
し
て
行
く
。
然
し
利
潤
追
求

は
資
本
制
肚
会

の
自

己
目
的

で
あ

る
か
ら
、
そ

の
低

下
阻
止

の
爲
め
可
能

な
手
段
が
と
ら

れ
る
。
例

へ
ば
婦
女

子
、
少
年
勢

働
力

の
充

用
、
勢
働

周
の
延
長
な

ど

で
あ
る
。

資

本
制
生
産

の
焚
展
期

に
於

て
は
、
勢

働
生
産
性

の
堰
大
は
剰
余
償
値

の
増
殖
法
と

し
て
探
ら
れ

て
來

た
が
、
高
度

的

段

階

に
於

て

は
、
そ

の
内
部
矛
盾

は
激

化

し
、
技

術
的
停
滞

性
も
現
は
れ
、
勢

働
者

の
生
活
焚
展

は
抑

止
さ
れ
、
そ

の
窮

乏
化

の
現
象

を
來
す

の
で
あ

・6

る
。他

方
勢

働

の
砒
会

的

生

産

力

は

増

大
し

.
資

本

の
有
機

的
構
成

が
高

度

化
す

る

に
伴

い
、

充

用
資

本

に
封

す

る
剰

余

便
値

の
比
率

の
低

下

を

來
す

故

に
、

そ

の
確
保

手
段

と

し

て
産
業

合

理
化

に
よ

る
螢

働

強
度

の
増

大
策

が

と

ら

れ

る
。
從

つ

て
資

本

の
高

度

段
階

に
於

て
は

帥労
働

能

率

の
増
大

は
即

ち
艸労
働

強
度

の
増

大

を
意

味
す

る
・こ
と

㌧
な

る
。

蝕

に
於

て
能

率

増
進

策

と

し

て
、

日
生

産

と
帥労
働

の
組

織

の
方

法

、

匂

披

術
過

程

に
於

け
る
方

法

、

㊨
賃

金

支

佛

の
方

法

、
な

ど

の
方

策

が
探

り

上
げ

ら

れ

る
。
斯

か

る
方

法

に
基

い

て
所

謂

「
能

率

管

理

幅
が
焚

展

し
た

の

で
あ

る
。

テ

:
ラ

ー

シ
ス
テ

ム
乃

至
科

学

的
管

理

法

で
あ

る
。
即

ち

周
目
Φ
自
①
鼠
◎
犀

ノ
く
ヨ
ロ・
ざ
宅

目
欝
鴇
一〇
さ

.、日
財
o

団
昌
芦
9
覧
①
砿
o
鴫
9Ω
鼠
①
芦
舘
自
o

目
舘
峯
σQ
①
葺
①
洋

㌔
、
昌
O
目
け

に

よ

る
・と

吹

ノ
　

の
四
原

則

の
組

合

せ

に
よ

り

成

立
す

る
と
す

る

の
で
あ

る
。

・

勢

働

科

學

方

法

論

序

説
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商

學

討

究

第
三
巻

第
三
號

、

　
』

g

儲
。
邑

。
唱

①
碁

。
h
葺

コ

。

司。
。
言

8

.

噸

,

博
・
日
げ
①

堕
鼠

①
β
葺
旨
o

ロ。
9

㊥
o
菖

o
β

o
h
ゆ
げ
Φ

霜
o
目
冒
B
欝
昌

,

、

c⇔
●
国
宏

。慶
9
①
暮

庄

o

o
音

魯

舘
o
β

鉾
昌
侮

働
①
さ

ざ

娼
B
①
暮

唐

目
寄
葺
實
暮

o

時
冨
声
臼

網

8

0
を

影

試
o
声

び
暮

宅
$

β

酔
げ
Φ

塁

§

撃

目
①
暮

鉾
潤
含

虚
犀
①

冨
Φ
戸

而

し

て

テ

ー

ラ

ー

シ

ス

テ

ム

に

於

て

は

、

,

.

日
・
コ

9
"
昌
冒

αQ

q
o
娼
僧
詳

目

o
暮

昭

9

0
冒

,

坪

穿

昌
o
銘
o
冨

一
h
自

o
塁

憂

ぼ

娼

o
賢
ロ
8

ほ

搾

H
塗

貯

肖
o
試

o
昌
旦

o
程

含

u。
M
胆
ざ

B

・

坤

　

セ

郎

])
罵
h霞
o
買
試
箪

目
暮
o
㎝
嵩
ゆ
o
彫

o
h
覧
Φ
8
ー
詔
自

犀

が
確
立

さ
れ
る
。

テ

ー
ラ
ー
に
始

ま

る
勢
働
能
率

檜
大

の
科

学
附
方
策

に
於

て
ば
、
そ

の
賃
金
支
彿
制
度

と

管

理

組

織

は
相
互
規
定

的
に
翼
展

し

て
行

き
、
組
織

の
複
雑

化

は
賃

金
制
度

の
複
雑
化
を
來

し
、
技
術
過
程

の
合
理
化

は
夫

々
の
帥労
働
過
程

に
適
磨

し
た
組
織
を
創
り
拙

し
、
企
書

管

理
組
織
擾
大

の
偏
向
を
來
す

の
で
あ

る
。
此

の
帥労
働
能
率

の
増
大
策

に
基
く
経
菅
合

理
化
は
、
勢

働
者

に
封
し
て
、

一
、
基
準
作
業
量

は
、
作
業
分
析

に
よ

る
比
較

的
良
質
優
良
勢

働

の
卒
均
恒
を
以

て
算
出

さ
れ
る
か
ら

、
勢
働
各
員

の
李
均
的
資
質
能
力

が
要
求
さ
れ
る
。
鼓

に
於

て
適
性
、
適
格
條

件
を
園

る
各
員

の
淘
汰
が
行

は
れ
、
叉
拳
準
以
下

の
個
別
勢
働
能

に
取

つ
て
は
極
度

の
勢

働
力

の
浩
耗
を
來
し
v
そ
れ
が

「
定
限
界
を
超

え
て
起

る
場
合

、
賃
金

の
壇
大
を
以

て
し

て
も
溝
耗

エ
ネ

ル
ギ
ー
の
消
費
を
償

い
得
む

れ
な

い
欺
態

に
至

る
。
從

つ
て
艸労
働
力

は
比
較
的
短
期
間

に
費
消
し
講
さ
れ
、
そ

の
維
持
期
間

は
短
縮

さ
れ
る
こ
と

」
な

る
。

二
、
大
規
模
生

産
制

に
在

つ
て
は
勢
働
力

の
軍
能
化
に
基

い
て
、
作
業
省
得
期

間

を
短
縮

せ
し
め
、
婦
女
子
、
少
年
勢
働
力

の
成
人
榮

働
力

328
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に
劉
す

る
代
替
度
を
高

め
る
。
と

の
事
實

は
賃

金
切
り
下
げ
傾
向
を
強

め
、
能
率

の
増
大
に
反
比
例

し

て
、
割

増

賃

金

比
率

は
減

少

し
、
實
質
賃
金

の
低
下
を
來
す

。
.
こ
れ
と

は
逆

に
勢
働
災

害
率
、
疾
患
率

は
高

ま
る
傾

向
を
招
く

こ
と

㌧
な

る
。

"

勢
働
能
率
増
大
方
策
は

、
テ

ー
ラ
ー

シ
ス
テ
ム
か
ら
、

フ
オ
ー
ド

シ
子
テ
ム

へ
と
資
本
制
生

産
確

保

の
必
然
的
稜
達
過
程
を
た

ど

つ
て

行
く

の
で
あ

る
。
而
し
て
其
稜
展

は
、

、

.

・一
、
経
螢
組
織

の
科
学
的
分
析

と
計
書

性
を
要
講

し
、
経
膏
経
濟
学

の
経
螢

技
術
学
と

し

て
の
攣
容

二
、
科
学
的
管

理
法

に
よ

る
勢

働
強
度

の
機
械
化

に
伴
う
勢
働
者

の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
耗

防
止
策
と

し
て
の
勢
働

の
心
理
学
的
並

に
署
学
的

研
究

に
基
く
勢

働
量

の
基
準

の
設
定

の

の
方
向

に
進

み
、
近
代
的
規
模

に
於
け
る
経
螢

の
勢
働
能

率
増
進
運
動

と
し
て
展
開

さ
れ

る
の
で
あ

る
。

-
の

輕
螢
経
濟
学

の
経
螢
技
術
学
的
焚
展

は
、
経
螢
技
術
者

乃
至
職
業
的
経
菅
者

群
を
輩

出

せ
し
め
、
能
率
技
術
者

と
し

て
、
科

学
的
管

理

法

の
高
次
的
段
階

に
於
け
る
職
麓
群
が
出

現
す

る
こ
と

」
な

る
。
こ
の
管

理
技
術
者

は
企
業

の
科
学
的

ア
ド
ヴ

ァ
イ
サ
ー
と
し

て
、
そ
れ

　

に
参

書
し
、
企
書
組
織
者
及
び

運
螢

の
責
任
者
と
し
て
責

任
を
有

つ
も

の
と
な
り
、
資

本
家
自
身

の
勢
働
搾
取
を

、
よ
り
合
理
的
、
.
よ
り

技
術
的
段
階

に
於

て
實
施
し
、
資
本
主
義

基
盤

の
上
に
立

つ
て
、

一
暦

科
学
的

に
超
過
利
潤

の
獲

得

の
た

め
に
奉
仕
す

る
こ
と

曳
な

る
。

他
方
勢
働
保
護

に
關

し
て
は
、
個
肌
資
本

は
勢
働

日
の
延
長

に
よ

る
剰

余
償
値

の
増
殖
を
計
書
し
乍
ら
も
、
総
資
本

と
し

て
は
勢

働
保

護

策
を
實
施
す

る
こ
と

に
よ
り
、
資
本
家
間

の
競
孚
的
條

件
を
均
等
化
し
、
大
資

本

の
小
資
本

に
封
す

る
有
利
な
位
置

を
國
家
機
關
を
通

じ

て
干
渉

さ
せ
、
同
時
に
勢
働
者

へ
の
負

澹
韓

化

に
よ
る
陣労
資
間

の
摩

擦
綾
和
を
企
圖

す

る

の
で
あ

る
。
即
ち
最
も
遅
れ
た
生

産
手
段
並

彰

様
式

に
よ
る
小
資

本

の
犠
牲

の
上

に
立

つ
て
「
総
資
本
と

し
て
勢
働
保
護
策
が
進

め
ら
れ

る
こ
と

玉
な

る
。
從

り
て
、
勢
働
保
護

は
資
本

制

肚
会

の
維
持
爽
展

の
た
め
、
其

の
破
綻

の
防
止
策
と

し
て
出

現
し
、
資
本
制
生
産

ρ
高
度

化
と
共

に
そ

の
内

部

矛

盾

は
激
化
す

る
の

で
・
封
立
喫
響

し
て
の
群

階
級

の
力

の
奨

と
併
行
し

て
・
釜

々
震

し
て
行
く

と
と

、
な

る
・

猶

、

榮

働

科

學

方

法

論

序

説
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斯
く

し
て
、

「
勢
働
能
率
」

も

「
勢
働
保
護

」
も
共

に
資

本
制

生
産

の
所

産

で
あ
り
、
其

の
維
持
食
展

の
不
可
鋏

の
要
素

で
あ

る
。
然

し
乍

ら
、
爾
者

は
資

本
制
生
産
肚
会

に
於
け
る
相
封
立
す

る
契
機

と
し

て
所

産

さ
れ
た
も

の
で
あ
る
故
、
そ

の
存
績
す

る
限
り
封
立
契
機

と
し

て
現
象
化

さ
れ
る
こ
と
ほ

否
定
し
得
な

い
。
從

つ
て
帥労
働
を
封
象

と
す

る
全

ゆ
る
科
学

は
、
科
学

の
實
践
的
性
格

と

し
て
、

こ
の
爾

面
を
包
撰
し
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。

・

斯

る
事
情
下
に
、
勢

働
強
化

に
よ

る
勢
働
者

の
身
艦
的
精
紳
的
消
耗

に
封

し

て
、
-先
す

肚
会
署
学

が
勢

働
保
護

の
立
場

よ
り
職
業
疾
患

に
關

す

る
調
査
研
究

に
着
手
し
、
其

の
後

の
史

的
維
過
と
共

に
、
醤

学

の
技

術
的
方

法

の
嚢
達

に
つ
れ

、
併
せ

て
時

代

思

潮

と
相
倹

つ

て
、
疾
病
と
、
そ

の
原
因

で
あ
る
貧
困
歌
態

の
改
善
を
志
呵
す

る
保
護
封
僚

が
援
充
ざ
れ

て
行
く
。

實
験
葦

の
興
隆
笑

間
の
生
鴇

能
の
解
明
に
寄
輿
し
、
就
会
選

條
件
募

働
者
の
健
遷

如
何
鍾

定
す
る
か
と
い
う
研
究
と

共

に
、.
人
間

の
精
紳
機
能
、
肉
膿
機
能

の
自
然

科
学
的
究
明

に
向

つ
て
、
心

理
学
、
生
理
学
が
畿
展

し

て
行
き
、
勢

働

機

能

の
心
理
学

的

、
生
理
学
的
研
究

の
進
め
ら

れ

ゐ
氣
蓮

が
醸

成

さ
れ

て
行
く

の
で
あ
る
。、

十
九
世
紀
後
牛
期

に
及
び
資
本

主
義
肚
会

の
内
部
矛
盾
は
激

し
く
、
肚
会
政
策
的

に
も
勢
働
保
護

の
立
法
措
置

が
講

ぜ
ら

れ
る
様

に
も

■

な
り
、
勢
働
過
程

に
於

け
る
人
間
を
研
究
封
象

と
し
た
勢
働

心
理
学
、
帥労
働
生
理
学
、
勢
働
衛
生
学
が
、
そ

の
生
産
過
程

の
中
で
稜
展
し

て
行
く

。
樹
を
此

等
科
学

が
曲労
働
關
係
を
契
機

と
し
て
稜
展
し

て
行
く

の
に
郵
し
、
道
徳

性
、
市
民
砒
会
的
基
盤

の
上

に
立

つ
、
経
濟
外

的
契
機

よ
り
す

る
公
衆
衛
生
学

が
併
行
的

に
稜
展

し
で
行
く

こ
と

」
な

る
。
公
衆
衛
生
学

は
系
列
的

に
勢
働
科
学
と
は
直
接

的
關
聯

性
の

無

い
も

の
で
あ

る
。

噺

×

×

×

・

X

前

記
の
如
く
、
資
本
制

生
産

の
初
期
段
階

に
於

て
は
勢
働
時
間

の
絶

封
的
延
長
を
強
制
す

る
こ
と

に
よ
つ
て
、
能

率

の
増
大
を
計

つ
た

の
で
あ

る
が
、
個
別
資
本

の
競
争
過

程
に
於

け
る
能
率
増
大
策
と
し
て
の
勢

働
時
間

の
輩
純
な
延
長
は
勢
働
者

の
心
身

の
甚

し
い
滑
耗

を

330
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來
し
、
競
孚
行
爲

に
於
け
る
其
無
計
書
性
は
総
資
本

の
利
潤
率

の
低

下
を
來
し
、
個

別

資

本

の
意
志

に
反
す

る
結

果
を
招

い
た

の
で

あ

る
。

こ
の
爲
め
勢
働
量

の
限
界
を
科
学
的

に
測
定
し

、
資

本
を
保
護
す

る
必
要
が
生
す

る
,
蝕

に
於

て
資
本
榮
働

の
爾
者

に
と

つ

て
勢

働

の
恕
限

度

の
計
測

が
各
科

学
に
要
求

さ
れ
る
。
即
ち
勢
働

の
許
容

せ
ら

る
べ
き
限

界
値

、
そ
れ
を
超

え
る
こ
と

の
諸
種

の
不
利
釜
、
危
瞼

性
を
招
く
限
界
値
と
し

て
の
恕
限
度

(
量

)
の
設
定

が
、
全
ゆ
る
勢

働
科
学

の
研
究
課
題
と

し

て
要
請

さ
れ

る
の
で
あ
る
。

こ
の
事
實

は

勢
働
時
間

の
量

に
關
し

て
ば
か
り

で
な
く
、
勢
働
條
件
全
般

に
關

し
て
も
同
様

で
あ

る
。
然

し
乍
ら
精
密
科
学

の
嚴
正
さ
を
以

て
す

る
完

全
な
勢
働
保
護

の
正
確
な
實
施
は
資

本
主
義

の
償
値

法
則

と
抵
鯛
す

る
こ
と

浅
な

る
。
即

ち
資
本

は
、
そ

の
能

率
増
進

に
よ

つ
て
債
値

法

則
を
實
現
す
る

こ
と

、
な
り
、

こ
の
方
策
途
行

に
よ
る
勢
働

の
張
度

の
増
大
以
外

に
憤
値
増
殖

の
方
法
は
な

い
。
然

る
に
曲労
働
能
率

の
増

大

に
封

立
す

る
契
機

と
じ

て
勢
働
保
護

が
存

立
す

る
限

り
、
形
式

的
に
は
勢
働
保
護

の
完
全
實

施
は
勢
働
能
率

の
否
定

の
關
係

に
立

つ
。

但

し
勢

働
保
護

は
原
初

的
勢

働
條
件

並

に
劣
悪
勢
働
條
件

の
排
除

に
あ
る

の
で
あ
り
、
必
す
し
も
勢
働
條
件

一
般

の
否
定

で
は
な

い
。

勢
働

時
間

は
、
生
産
力

の
無
限

の
磯
展

に
よ

つ
て
は
、
理
論
的

に
は
無
限

に
短
縮

可
能
で
あ

る
が
、
勢
働

の
張
度

は
そ

の
無
限

の
引

下

げ
は
理
論

的

に
は
不
可
能

で
あ

る
。

而
し

て
資

本
制

生
産

に
於

て
は
勢

働
時
間

の
短
縮
は
利
潤
率

の
恒
常

を
維
持
す

る
た
め
勢
働
強
度

の
増
大
を
結
果
す

る
こ
と
は
當
然

で

あ
る
。
又
榮
働

の
強
度
は
、
そ
れ

を
無
限

に
低
下
す

る
こ
と
は
必
す

し
も
生

理
学
的

,
心
理
学
的
機
能

の
面
か
ら
は
疲
勢

の
輕
減

と
同

一

で
は
な

い
。
例

へ
ば
或
作
業

の
速
度
を
極
度

に
遅
ら

せ
、
勢

働

強

度

を
低

下
せ
し
め
る
こ
と
は
寧
ろ
作
業
者

に
と

つ
て
苦

痛

で
あ
る
。

從

つ
て
勢

働
者

に
と
且

口
理
的
勢
働
と
は
最
大
最
小

の
極
限
速
度

に
於

け
る
勢

働

で
は
な
く
、
至
適
度

の
勢
働

で
あ

る
。
此
事
實
は
勢
働

の
時
間

的
経
過

に
於

て
も
、
動
作
的
維
過

に
於

て
も
同
様

で
あ
る
。

も

も

へ

鼓

に
於

て
螢
働

の
許
容
限

界
内

に
於
け
る
至
適
度

の
究

明
が
要
求

さ
れ
る
。
從

つ
て
、
恕
限

度

が
資
本

の
螢
働
條

件
設
定

の
根
擦

と
し

て

の
科
学
概

念
た
る
性
格
を
捲

う
の
に
判

し
、
至
適
度
が
勢
働
保
護

に
於
け
る
勢
働
科

学
上

の
概

念
と
し

て
、

作
業

基
準
設
定

の
基
本

要

勢

働

科

學

方

法

論

序

説

θ
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＼

.

因

た

る
性
格

を
有

つ

の
で
あ

る
。

し

る

へ

ら

も

も

し

勢
働
科
学
は
謂
は
ぱ
産
業
合
理
化
の
技
術
的
手
段
と
し
て
の
能
率
檜
進
蓮
動
の
有
つ
最
高
の
原
則
を
否
定
す
る
立
場
に
立
つ
て
、
至
適

も

へ

も

の
原
則

を
樹
立
す

る
こ
と
を

志
向
す

る
も

の
と

し
て
現
は
れ
る

の
で
あ
る
。
至
適
性

の
原
則
は
勢
働

が
作
業
者

に
射

し
、
心
理
的
生

理
的

に
與

え
る
苦
痛

を

可
能
な
限
り
排
除
し

、
勢
働
力

の
消
耗

を
最
少
限

に
止
め
、
生

産
性
維
持

の
長
期

化
を
計
る
様
な
帥労
働
條
件

の
基
準
化

に
於

て
具
膣

化

さ
れ
る
。
即
ち
勢
働
時
間
、
勢
働
強
度

、
勢
働
環
境

等

の
勢
働
過
程
及

び
再
生
産

に
必
要
な
勢
働
者

の
生
海
過
程

に
於

け

る
諸
條
件
を
包

む
も

の
で
あ
る
。
斯
く

し

て
勢
働
科
学
は
科
学
的
管
理
法

等

の
能

率
増
進
方
策

へ
の
封
立
科
学
と

し
て
爽
生
的
條
件
を
與

え
ら
れ

る
。
從

つ
て
理
論
科
学
と
し

て

の
艦
系
よ
り
も
寧

ろ
、
實
践
科
学

と
し
て
の
課
題
と
構
造

を
有
ち
、
勢
働
過
程

に
於

け
る
現
實
的

要
求

の
中
か
ら
研
究
を
嚢

展
せ
し
め
、
盟

系
付
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
。
換
言

す

れ
ば
資
本

内
部

に
於
け
る
合

理

的

勢

働

の
要
求

が
、

現
實

の
艸労
働
過
程

の
科

学
的
分
析

、
並

に
そ

の
施
策

の
理
論
的
基
礎

の
確
立

に
向

は
し
め
る

の
で
あ
る
。

「

×

X

×

×

現
實

の
勢
働

の
介
析

に
際
し
探
ら
れ

て
來
た
科
学
的
方
法

と
し
て
、

ど
う
い

う
も

の
が
あ
る
か

に
就

い
て
次

に
述

べ
よ
う
。
先

づ
第

一

の
方
法
論

と
し

て
は
生

理
学

の
立
場

で
あ

る
。
即
ち
勢

働
生
理
学
は

の
人
艦

及

び
器
官

の
勢
働
過

程

に
於
け
る
諸
機
能

の
究
明

圓
最

少

エ
ネ

ル
ギ

ー
、
最
少
疲
勢
歌
態

に
於

け
る
合
理
的
勢

働
條
件

の
究
明

の
二
鮎
を
課
題
と
し
て
、
各
輩
位
作
業

に
於
け
る
疲
勢

現
獄

の
科

学
的
分
析

を
通
じ

て
、
そ

の

エ
ネ

ル
ギ

ー
効
率
を
或

る
水
準

に
於

て
維
持
せ
し
め
、
作
業
効
率

を
最
大
な
ら
し

め
る
こ
と
を
主

た
る
目
的

と
す

る

の
で
あ

る
.
然
し
乍
ら

現
實

に
於

け
る
勢
働
過
程

の
長
時
間
勢

働
、
勢

働
強
度

の
現
象

に
關
し
、
其

の
基
本
因
た

る
資
本
制

生
産

の
組
織
簿
造
論

と
結
び
付
く

こ
と
な
く
、
其

生
産
構
造

の
債
値
法
則

に
從
馬
し
、
そ

の
枠
内
に
在

つ
て
個
別
榮
働

エ
ネ

ル
ギ

ー

の
適
正
、

有
効
性
を
測
定

し

て
來
た

の
で
あ
る
。
即

ち
科
学
的
管
理
法
に
封

し
、
そ

の
最
高
原
則

を
至
適
原
則

に
代
置
し
よ
う
と
す

る
も

の
で
あ

つ

た
.
第

二

の
方
法
論
と
し

て
は
、
心
理
学

の
立
場

で
あ
り
勢
働

心
理
攣
は

「
心
理

学

の
知
見
と
方
法

に
基
き
、
人
間
勢
働

と
い
う
行
動

の

332
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●生

起
、
過
程
及
び
後
果

の
法
則
を
究

明
し
、
生
産

に
於

け
る
勢

働

の
諸
關
係
を
適

正

に
し

て
、
帥労
働

の
生
産

性
を
高

め
、
勢
働
者

の
幅
就

を
増
進
す

る
實
際
的
方
策

に
寄
與
す

る
」

(
勢
働
科
学
僻
典

一
八
六
頁
)
も

の
と
し
て
、
其

の
方

法
を
展
開
し

て
來

た

の
で
あ

る
。
即
ち

十
九
世
紀
末
、
ヴ

ン
ト
に
よ
り
創
始

さ
れ

た
實
瞼

心
理

学
に
始
り
、
作
業
動
作

時
の
精

紳
機
能

の
時
間

的
経
過

に
伜

う
反
慮

傾
向
、
疲
勢

感
及
び
疲
勢

の
測
定

(
作
業

心
理
学
)
並

に
勢
働
者
個
人

の
作
業
素

質

の
差
異

、

精
神
検
査

(
適
性
検
査
)
等

の

測

定

法

の
焚
達
と
共

に

、

一
九

一
〇

年
以
降

ア
メ
リ
カ
、

ノ
・ギ

リ

ス
に
於

て
産
業
上
慮

用
さ
れ

て
來
た

の
で
あ
る
。
他
方
臨
床
心
環

学

の
獲
達

は
、
榮
働
者
個

人

の
適
懸

理
論
及
び
方
法

に
つ
い
て
研
究
を
進
め
、
勢
働
不
適
慮

現
象

究
明

の
分
野

を
拓
き
、
又
学
脅

理
論

の
嚢
達

は
内
練
脅

に
よ
る
効

果

の
法
則
を
勢

働
者

の
技
能
教
育
、
養
成

等
に
積
極
的

に
探
り

入
れ
る

こ
と

㌧
な

つ
て
行

つ
た

の
で
あ
る
。

斯
様

に
心

理

学

を

産

業

上

に

懸

用

し

、

其

方

法

論

を

樹

立

し
た

の
は
、

ミ

ユ
ン

ス
タ

ー

ベ

ル
ク

(穿

窓

目
口
塁

げ
霞
げ
霞
瞬

男
。・
気
o
ぽ
9
0
賦
o
謡
昌
侮

乱

円
宏
。
岸
鱒
ま
巴
①
げ
o
さ

μ
O
　
ド

団
曙

o
同
9
0
σq
団
帥
声
含

H
揖
臼

。・
訂
宣
一
国
{瀞
o
冨
"
o
ざ

μ
曽
帥
)
で
あ
り
、

彼

は

こ
れ
を

・精

紳
工
学

(
男
己。
饗
ぴ
9
①
。
げ
β
涛
)
と
呼

ん

で
い
る
。
鼓
で
彼

は
、
産
業
部
門

に
於
け
る
人
と
作
業
條
件

と
の
關
係

の
整
備

、
改
善

、
養
成
、

適
材
撰
揮

、
産
業
幅
利
、
宣
傳
廣

告
及
び
販
費
方
法
な

ど

の
問
題
を

取
扱

つ
て
ゐ
る
。
而
し

て
彼

は
そ

の
中

の

「
産
業

心
理
学

の
磯
展
」
な

る
章

に
於

て
次

の
様

に
述
べ
る
。

「
日
常

の
作
業

に
心

理
学
を
組
織
的

に
適
用
し

て
効
果
を
あ
げ

る
こ
と
が
爵
來

る
.
そ
れ
は
眞

の
實
験

的
研
究
が
工
場

の
職
長

、監
督

に
よ
つ
て
な

さ
れ
る
の
を
目
的
と
す
る

の
で
は
な
く

、
徐

々
に
あ
る
基
準

と
し

て
用
ひ
ら
れ
る
規
則

が
組
織

化

さ
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
規
準

は
丁
度
電
話
を
使
用
す

る

の
に
、
電
氣

の
知
識
が
不
要

で
あ
る
如
く

に
、
科
学
的
知

識
を

必
要
と
せ
す

に

用

い
る
こ
と

の
出
來

る
も

の
で
あ

る
。
併

し
全

て
の
人
が
懸

用
す
る
固
定

し
た
規
則

の
外

に
、
特

別

の
場

合

に
磨

用
す
る
た
め

に
は
、
特

別

の
知
識

が
必
要
で
あ
る
。
こ

の
た
め

に
、
特
殊
な

生
産
工
場

の
心
理
学
的
問
題
解
決

に
從
裏
す

る
心
理
学

の
專
門
技
師
を
大
き
な
研
究

機

關

に
配
置
す

る
必
要
が
あ

る
。
数

十
名

の
物
理
化
学
者
を
し

て
科

学
的
研
究
を
行
は

し
め
て
ゐ
る
工
場
は
多

い
が

、
專
門
實
験

心
理
学

者

を
工
場

に
置

く

こ
と
は
非
生

産
的

で
あ
る
と
考

え
ら

れ

て
い
る
。
併
し

心
理
学
的
襯
察

と
研
究

は
経
濟
的

に
非
常

に
重
要
な
要
件

で
あ

勢

働

科

學

方

法

論

序

観
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る
。

こ

の
事
は
他

の
事
業
場

に
つ
い
て
も
同
様

に
云
え
る
こ
と
で
あ
る
。

心
理
学
的
技

術
者

の
あ
る
者

は
、
職
業

の
撰
揮
配
置

に
從

事
す

68

る
事

で
あ
ろ
う
し
、

又
他

の
者
は
宣

傳
、
販
費

等

に
、
叉
あ

る
者

は
疲
勢
、
能
率
、
休
養

の
問
題

に
、
或

は
機
械

の
心
理
学
的
設
計

の
問

題

に
從
事
す

る
事

で
あ
ろ
う
。
心
理
学
專
門
家

が
数
時
間
作
業

場

で
、
、教

日

工
場

で
作
業
を
観
察
す
れ

ば
、
心
理
学
に
關

し
た
問
題

に

つ

い
て

の
あ
る
提
議
を
提
出
す
る

で
あ

ろ
う
。
而

も

こ
れ
は
、
生
産
的
利
釜

の
み

に
つ
い
て
見

て
も
h
機

械

の
新
規
購

入
乃
至
翠

に
作
業

員

を
増
加
す
る

こ
と
よ
り
も
重
要

で
あ
る
。

'

將

來
心
理
学

の
努
力

に
依

つ
て
、
又
精

紳
物

理
的
條

件

の
改
良

に
よ

つ
て
得
ら
れ

る
産
業
能
率

の
増
進

は
、
工
場
主

の
利
盆

の
み

で
は

な

く
、
更

に

一
暦
勢
働
者

の
利
益

の
た
め
で
あ

り
、
作
業
時
間

の
短
縮

、
賃

金

の
増
加

、
生
活
文
化

の
向
上

の
爲
で
あ
る

こ
と
を
知

ら
な

く

て
は
な
ら
ぬ
。
そ
れ

に
も
増
し
で

、
各

人

が
、
そ

の
能
力

を
最
高
度

に
活

川
出
來

、
最
高
度

の
描
…足
感

の
得
ら
れ

る
部
署

に
配
置

さ
れ

、

た

な
ら
ば
、
そ

の
結
果

と
し
て
得
ら
れ
る
國
民

的
全
経
濟
生

活

に
及
ぶ
交
化

的
向
上

は
樹
を

一
暦
重
要

性
を
持

つ
。
脛
濟
的
實
験

心
理
学

の
持

つ
最
も
力
強

い
理
念

は
、
作
業
と
精

棘

の
簡
合

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

つ
て
、
作
業

に
於
け
る
精
神
的
不
満
感
情

、
.意
氣

消
沈

.
失
望

感

は
喜
僥

と
完

全
な

心
的
調
和
感
情

に
替

え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
」
と
述

べ
て
い
る
、
心
理
学

の
現
況

か
ら
見
れ
ば
、
そ

の
方
法
技

術
は

非
常

に
初
歩
的

で
あ
り
、
読
く
所
も
現
在

で
は
修
正
さ
れ

て
い
る
も

の
も
相
當

あ
る
が
、
勢
働
心
理
学

に
於
け
る
古
典

と
し

て
示
唆
を
受

け
る
塵
も
亦
砂
く
な

い
の
で
、

敢
え

て
蚊

に
引

用
し
た

次
第

で
あ
る
。

一
、

九
〇
〇
年
代

に
於

け
る
資
本
制
生
産

の
焚
展
、
機
械

の
著
し

い
磯
達

に
俘

い
、
科
学
的
管

理
法

が
廣
《
各
生
産

工
場

に
於

て
實
施

さ
れ
、
作
業
彷
法

の
標
準
化

の
爲

め

の
作
業

時
間

研
究

(日
一岩
O
敬
酵目
自
同
)
工
程
研
究
、
疲
勢

研
究
、
作
業
動
作
研
究
(
§

葺
o
昌

0Ω
言

曾

)

等

に
於

て

一
暦
精
密

な
研
究
が
築

か
れ
、

日

作
業

に
樹
す

る
最
良

の
心
的
資
質

の
嚢
見

、

'

,

⑤

各
員

の
作
業
効
率
を
最
高
度

に
高

め

る
た
め
の
心
理
学

的
條

件

の
設
定

334
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技
能
養
成
法

の
心
理
学
的

理
論

の
援

用

に
よ
る
改

善

⑳

商
業
目
的

の
た

め
に
す

る
人
間
精
紳

へ
の
最
効
果
的
方
法

の
設
定

な

ど
が
、
當
面

の
主
要
課
題

と
な

つ
た

の
で
あ

る
。
斯
様

に
、
勢
働
馨

学
が
勢
働

保
護

を
契

機
と
し
て
爽
達

し
た

の
に
封

し
、
勢

動
心
理

学
は
勢
働
能
率

の
増
穴
を
主

た
る
契
機
と
し

て
、
勢
働
條

件

の
分
析
究

明
の
進
路
を

取

つ
た

の
で
あ

る
。
或

は
又
、
勢
働
過
程

に
於

け
る

精

神
機
能

の
實
瞼
的

研
究

の
親
窯
か

ら
、
保
護

乃
至
能
率

の
硯
角
を
外

れ
て
,
超
階
級

的
に
其

の
機

制

の
究
明

に
從
事
し
た
め

で
あ
る
。

而

し

て
斯
か

る
研
究
法

の
必
然

的
結
果
と

し
て
、

ド

e

具
照
的
勢

働
過
程

に
於
け

る
入
間

の
就

会

的
要
因

を
捨
象
し
た
自
然
科
学
的
實
瞼
條
件
下

の
抽
象
化

さ
れ
た
個
人

の
精

棘
機
能

の

研
究
成
果
を
以

て
、
再
構
成

の
上
、

こ
れ
を
勢
働
過

程
に
具
現
化
し
よ
う
と
し
た
。

伺

綜
合
膿
系
化

の
系
列
を
逸
眈

し
て
、
個
別

刺
戟
と
反
慮

と

の
樹
懸
關

係

の
究

明

に
絡
始
し
た

。

こ
う
し
た
方
法
論
的
偏
向

は
「
勢
働
科

学

の
構
成
科
学
た

る
、
生

理
学
、
衛
生
学
ゐ

領
域

に
於

て
も
同
様

に
認

め
ら
れ
る
虚

で
あ

る
。

斯

か

る
偏

向
傾
向

に
樹
す

る
批
判
と
し

て
、
就
会
心
理
堂
的
観

鮎
か
ら
、
具
盟
的
人
間
活
動
と
し

て
の
勢

働

を

文

化
事
象

と
見
徴

し

て
、
丈
化
的
慣
値

創
造

を
窮
極
目
標
と
す

る
艸労
働

の
心
理
攣
的
構
造

を
研
究
主
艦

と
な
す

べ
き

で
あ

る
と
す

る
、
所
謂
帥労
働
科

学

の
文
化

科

学
的
見
解

に
某
ズ
立
論
が
な
さ
れ
る

の
で
あ

る
。
斯
様

に
し

て
就
会

に
於
け
る
経
濟
的
關
係
を
離

れ
て
、
勢
働

の
文
化
室
義

的
立
場
か

ら
、
人
間
性
が
強
調

さ
れ
、
文
化
科
学
と
し

て
の
勢
働
科
学

は
勢
働
能
牽

の
倫

理
的
規
定
を
な

し
、
人
間

性
維
持
を
目
的
と
す

る
科
学
と

し

て
、

心
理
学
が
勢
働

の
倫

理
的
基
準
測
定

の
科
学
的
尺
度
と

し
て
採
り
上
げ
ら
れ

る
事
態

を
醸
成
す

る
。

(
宅

・團
犀
器
び
霧
σq

な
ど
。
)

斯
様

に
し

て
、
勢
働
科
学

の
方
法
論

並

に
科
学
と
し

て
の
艦

系

の
基
盤

に
就

い
て
入
間
勢
働
を
心
理
、
生
理
的

エ
ネ

ル
ギ

ー
支
出
乃
至

は
動
作

と
解
す

る
立
場

と
、
勢
働

の
丈
化
雫
義

的
認
識

に
基
く
倫

理
的
見
解

の
立
場

に
立

つ
学
派
並

に
こ
れ
ら

の
見
解

の
統

一
を
以

て
舅

働

料

学

の
腱
系
を
構
成
し
よ
う
と
す

る
立
場

な
ど
が
認

め
ら
れ

る
が
、
斯
か

る
見
解

の
誤
謬

に
就

い
て
は
本
論

に
於

て
述

べ
る
。

、

勢

働

科

學

方

法

論

序

説

、

、
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勢
働
科
學
の
基
本
的
性
格

O

帥労
働
科
学
は
資
本
制
生
産

に
於

け
る
生
産
力
減
蓑

を
防
ぎ

、
勢
働

の
合

理
化
を
劃
す

る
基
盤

に
立

つ

て
、
理
論
構
成

さ
れ

る
麗

の
、
現

實

の
勢

働
過
程
の
要
請
か
ら
生
れ
た

、
謂
は

Ψ
實
践
科

攣
と
し

て
の
性
絡
を
捲
う
も

の
で
あ

る
。
資
本
制
生
産
肚
会

に
在

つ
て
は
、
そ

の

生
産
力

と
生
産
關
係

の
茅
盾

に
よ

つ
て
、
勢
働
生
産
性
及
び
勢
働
力

の
至
適

具

現
化
は
實
施
困
難
で
あ
り
、
特

に
そ

の
高
度
的
段
階

に
於

て
は
益

々
困
難
と
な
る

。
然

し
乍
ら
勢
働
科
学

は
資
本
主
義

の
償
値
法
則

を
決
し

て
否
定

す

る
も
の
で
は
な

い
。
そ

の
矛
盾

に
よ

る
破
綻

か
ら
資
本

主
義
自
身

を
守
ら
う
と
す
る
虜

に
勢

働
保
護
を
生
じ
、
勢
働
保

護

は
資
本
主
義

を
肯
定
し
、
そ

の
枠
内

に
在

つ
て
、

一
定

の
制

約

の
下

に
そ

の
實
現
化
を
試

み

る
も

の
で
あ
り
、

鼓
に
科
学
的
技
術
的
努

力

が
あ
り
、
現
實

の
勢
働
科
学

の
理
念

が
生

れ
る

の
で
あ

る
。

而
も
資
本

主
義

の
債
値
法
則
拡
、

帥労
働
保
護

に
比

べ
て
、
よ
り
大
な

る
比
重

を
以

て
勢

働
能
率

の
増
大
を
勢
働
科
学

に
課
題
す

る
の
で
あ

る
。
勢
働
科

学
は
斯
か

る
矛
盾

の
契
機

を
そ

の
中

に
藏

し

て
、
膿
系
化

さ
れ

て
行
く
虚

に
、
實

践

科

学

と

し
て
の
特
質
を
も

つ

の
で
あ

る
o抑

々
勢
働
科
学
は
嚢
生
的

に
科

学
的
管

理
法

を
批
判
す

る
立
場

に
於

て
、
学
と
し
て
成
立
し
た
の
で
あ

る
が
、
科

学
的
管
理
法
が
能
率

増
大

を
課
題
と
す

る

の
に
封

し

後
者

は
勢

働
保
護
を
主
た

る
課
題
と
し

て
、
資
本
制
生
産
維
持
め
同

一
基
盤

に
立

つ
て
焚

展
し

て
來
た

が
、
能
率

と
保
護

は
封
立
契

機
と

し
て
、
科
学

と
し
て
の
榮
働
科
学
を
規
整

し
、
現
實

に
勢
働
科
学

の
購

系
を
固
定
化

し
た
も

の
と
し
な

か

つ
た

の
で
あ
る
。
從

つ
て
、
螢
働

の
保
護

、
人
格

の
完
成
を
目
標

と
し

て
掲
げ

る
勢

働
科

学
論
は
㌻

そ

の
目
標
を
超

酢
会
關
係
的
な
も

の
と
し

て
掲
げ
、
現
實

に
は
、
榮

働

に
關
す

る
資

本
制
耽
会

の
現
實
的
要
請

に
慮

え
る

心
理

学
、
生
理

学

の
個
別
研
究

の
綜
合
艦
系
を
作

り
上
げ

て
行

つ
た

に
過
ぎ
な

い
。

暉
峻

博
士
に
依
れ
ば
「
勢
働

は
人
間
が
生
き
よ
う
と
す

る
要

求

の
表
現

で
あ

る
。勢
働

は
人
間
が
生
き

て
い
る
と
い
う
事
實

の
實
誰

で
あ

/
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る
。
勢
働

な
し

に
は
生
存

は
な

い
。
帥労
働
を
此

の
様

に
理
解

す
る
こ
と
は
、
勢
働
科
学

の
重

要
な
立
場

で
あ

る
。

人
間

は
彼

の
健
康
を
、
欲

望
を
、
快

樂
を
そ

し
て
彼

の
生
命

の
維
持
を
、
そ

の
理
想

の
實
現
を

、
勢
働

に
よ

つ
て
達
成
し

よ
う
と
努

め
る
。
即
ち
生

の
實

現
を
期

じ

て
勢
働
す

る
の
で
あ
る

こ
の
檬
な
目
的
を
も

つ
帥労
働
は
肉
盟

だ
け

で
は
な
く
、
精
神

の
は
た
ら

き
が
こ
れ
に
關
與
し

て
い
る
。
人
間

は

そ

の
全
能
力
を

以

て
勢
働

を
途
行
す

る
。
そ
れ
は
人
間

と

い
う
生
物

の
機
構

の
特

性
で
あ

つ
て
、

こ
の
意
味

で
は
、
人
間

の
身
艦

は
全
艦

か
ら

い
つ
て
も
、
叉
身
艦

の
ど
の
部
分

に
つ
い
て
み

て
も
、
活
動

し
、
勢
働
す
る
よ
う

に
で
き

て
い
る
の
で
あ

る
。
人
間

は
勢
働
を
途
行

す

る
た
め

に
、
勢
働
中

は
勿
論

の
こ
と
、
勢
働

の
前

も

、
勢
働

の
あ

と
で
も
、
勢

働

の
た
め

に
勢

働

し
て

い
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、
人
間

は
そ

の
生

涯

中
、
か
れ

の
心
身

の
能
力
を
総
動
員

し

て
勢
働

に
あ
た

つ
て
い
る
と

い
つ
て
よ

い
。

こ
の
意
味

に
鳶

い
て
は
、

「
人
間

の
帥労

働
力
は
、
人
間

の
身

膿
、
生
き
た
人
格

の
申

に
存
在

す

る
心
身

の
能

力

の
緻
括

と
し

て
、
彼

が
何
等
か

の
使
用
慣
値

を
生
産
す

る
に
あ
た

つ
て
は

、
常

に
こ
れ
を
使
用
す

る
」

(
マ
ル
ク

ス
、
資

本
論
第

一
巻

第
二
編
第
四
章
)
と
い
う
、
勢
働
力

に

つ
い
て
の

マ
ル
ク

ス
の
定
義

は
正

に
安
當

で
あ
る
。
勢
働
科
学
は
人
間

の
勢
働
力

を
問
題
と
す

る
が
、
そ
れ
は
維
濟
学

の
よ
う

に
、
維
濟
と

い
う
範
園

の
中
で
の
帥労
働

の
慣
値
を
問
題

と
す

る
の
で
は
な

い
。
ま
た
多
く

の
就
会

科
学
的
な
研
究

の
よ
う

に
、
資
本
主
義
経
桝

に
お

け
る
商
品
と

し
て
の
勢
働
力

を
直
接
に
問
題

と
す

る

の
で
は
な
く

、
勢

働
す

る
…機
構

と
し
て
の
入
間

と
、
そ

の
慣
値
を
問
題

と
す

る
の
で
あ

る
。
即
ち

「
生
き
た

人
格

の
中

に
存
在
す

る
心
身

の
能
力

の
総
括

と
し
て
」
人
間

が

「
彼
が
生

き

て
い
る
間
中

、
こ
れ
を
使

用
す

る
」
勢

働

の
本
質

、
詳

し
く

い
え

ぱ
、
そ

の
素

質

と
構
造

、
生
育

と
襲

達

、
勢
働
力

の
稜

揚
ま
た
は
襲
達

を
促
進

し
、

あ
る

い
は

こ
れ
を
傷
う
、
砒
会
的

、
経
濟
的
諸
條

件

並

に
勢
働

の
嚢
達

や
そ

の
使
行

の
極
限

等

に
關

し
て
は
勿
論

の
こ
と
、
個
人
的
、
性

的
、
年
齢

的
相
違
を
明
か

に
し
、
勢
働
力

の
最
良

の

稜
揮

の
諸
條

件
を
明
確

に
し
、,
進

ん

で
は
、
勢
働

の
組
織

の
調
和
的
講
成

に
つ
い
て
の
原
則
を
確
立
し
、
そ

の
機
能

の
完
全
嚢

揮

の
た

め

の
手
段
並

に
そ
れ

に
必
要
な
教
育

の
方
法
を
樹
立
す

る

こ
と
に
よ
つ
て
、
人
間

の
勢
働

力
が
、

人
間

の
生
存

の
た
め

に
、
償
値

あ
る
働

き

37

を
な
す
と
共

に
、
同

時
に
、
他
人

の
た

め
、
肚
会
的
稲

祉

の
増
進
と

、
枇

会

的

進

歩

と
に
貢

献

し
得
ら
れ
る
と

い
う
よ
う

に
す

る
た

め

3

勢

働

科

學

方

法

論

序

読

響
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第
E
貌

-

の
、
生
活
條
件

や
勢
働
條
件
を
確
立
す

る
た

め

に
必
要
な
、
科
学
的
原
則

の
稜
見

と
樹
立

と
に
努
力
す

る
に
あ

る
。

こ
れ
を
要
す

る

に
勢

甥

働
科
学

の
目
的
は
人
間

の
生
活
と
勢

働
と

を
、
最
良

の
、
至
適

の
要
素

的
構
成

に
あ

ら
し
め
よ
う

と
す

る
に
外

な
ら
な

い
。
即
ち
第

一
に

は
、
生
活

の
諸

要
件

の
理
性
的
構
成

に
つ
い
て
の
諸
原
則

を
明
か

に
す

る
こ
と
、
第

二
に
は
、
勢

働
を
規
制
す
る
身
艦
的
諸

要
件

の
最
良

の
構
成

に
つ
い
て
の
原
則

の
爽
見

、
第

三
に
は
勢
働

の
組
織

の
構
成
要
素

と
し
て

の
、
個

々
の

勢

働

力

の
個

性

の
最
良

の
稜

揮

に
よ

つ

て
、
組
織
全
艦

の
機
能

の

一
暦

の
爽

揚
を
可
能
な
ら
し

め
る
方
法

の
槍
討
、
第
四

に
は
、
勢
働
力

の
個
性
を
培
育

し
、
組
織

の
構

成
員

と

、

し

て

の
機
能

の
完
成

の
た

め

の
敏
育

の
方
法
を

研
究
し
、
第

五
に
は
、
生

産
手
段

即
ち
原
料
だ

の
工
具
だ

の
機
械

だ

の
と

い
う
、
人
間

が

勢

働
す
る
際

に
、
必
す
勢
働
力

に
作

用
す

る
、
物
的
要
件

に
關
し

て
も

、
そ
れ
が
勢

働
力
と
密

接

な

關

連
を
も

つ
と

い
う
意
味

に
お

い

唖

て
、

こ
れ
を
問
題
と
し

て
研
究
を
進

め

る
。
そ
う
し

て
こ
れ
ら

の
研
究
か
ら
限

ら
れ
た
諸
原
則
を
實
際

に
適
用
し
、
普

及
す

る

に
あ
る
。

か

玉
る
四

つ
の
目
的
を
も

つ
勢
働
科
学

は

、
何
を

さ
て
お
い
て
も
、
入

間

性

を

科

学
的
方
法

に
よ

つ
て
ほ
り
下
げ

て
ゆ
く
必
要

が
あ

る
。
そ

の
た
め

に
、
勢
働
生
理
学
、
(
肉
膿

の
科
学
)
と
勢

働

心
理
単
(
精
神

の
科

学
)
と
い
う
二

つ
の
基
礎
科
学

の
上
に
立

ち
、
生

産
技
術

学

や
環
境

の
科
学

榮
働
衛
生
学
)
が
密
接

に
協
働
す

る
。
こ
れ

に
法
律

や
経
濟

や
、
倫

理
と

い
う
よ
う
な
入
聞
仲
間

の
諸
關
聯

に
關
す

る
学
問
が
、
瀧
会

的
覗
野

を
勢
働
科
学

に
與

え
る
た

め
に
協
働

し

て
く

る
。
か
く

て
勢
働
科
学
は
、
や
が
て
は
從
來

の
経

濟
学
的
な
基
礎

に
立

つ
就
会

科
学

と
は
、
そ

の
某
礎

と
方
法
と

の
異

つ
た
、

一
種

の
総
合
的
な
肚
会

的
科
牽
と
し
て
髄
系
づ
け
ら
れ

て
ゆ
く
で

あ
ろ
う
。

帥労
働
科
学
は
生
産
と
帥労
働

に
關
し

て

の
人
間

の
諸
關
聯

を
考
究
す

る
科

学
で
あ

る
が
、
た

讐
こ
れ
を
考
究
す

る
だ

け
で
滞

足
す

る
の
で

は
な
く
、
こ
れ

か
ら
生
み
出
さ
れ
る
原
則

を
實
際

に
適

用
す

る
と

い
う
實
践

的
方

面
を
極
め
て
重
親
す

る
と
い
う
意
味

で
は
、

一
種

の
感

用
科
学

で
あ

る
。

勢
働
科
学

は
人
間
性
を
樹
象

と
し
、

産
業

砒
会

に
於

け
る
人
間

的
諸
關
聯
を
最
も
重

要
覗
す

る
も

の
で
は
あ

る
が
、
決

し

て
経
濟
を
'輕

ん
す

る
の
で
は
な

い
。
例

之
ぱ
、
輕
螢

経

濟

に
つ
い
て
考

え
て
み
て
癒
、
維
螢
経
濟

は
軍

に
從
來

の
よ
う

に
利
潤
を
目
的
と

し
な

い
で
、

●
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入
間

の
素

質
能
力

の
自
由

で
完
全
な
嚢

揮
に
よ

つ
て
、
人
間

の
生
存

、
勢
働
力

の
贋
値

を
昂

め
、
勢
働

の
生

産
性
を
向
上
す

る
こ
と
に
よ

つ

て
、
肚
会

的
幅
祉

の
増

進
と
瀧
会

的
進
歩

に
寄
與
す

る
。
そ
う

い
う
人
間

的
な

理
想

を
實
現
す

る
よ
う
に
、
経
螢
経
濟

の
あ
り
方
を
規

制

し
て
ゆ
く

と

い
う

の
が
、
勢
働

科
攣
か
ら

の
維
螢

経
濟

へ
の
要

求

で
あ

る
。

こ
の
要
求
を
経
螢
内
部
に
實

現
す

る
た
め
に
、
勢
働
科
学

的
原
則

と
そ

の
方
法

、
.を
普
及
徹
底
す

る
こ
と

に
努

力
し

て
ゆ
く

の
で
あ

る
。
」
と
し

て
勢

働
科
学

の
概
念
規

定
が
な
さ
れ

る
。

(
勢
働

科
学
僻
典

=
ハ
三
頁
、

=
ハ
四
頁
)

-
斯
様

に
勢
働
科
学

の
目
的
並

に
方
向
付

け
が
、
現
實
砒
会

の
不
合

理
性
を
否
定
す

る
文
化

主
義

的
倫

理
親
を
以

て
な
さ
れ

て
い
る

の
で

あ
る

が
、
現

實

の
勢
働
科

学

の
成
果
は
、
資
本
主
義
杜
会

の
要
講

に
慮
じ

て
、
そ

の
儂
値

法
則

に
從
鵬
し

て
艦
系

化
さ
れ
る
こ
と
は
否
定

さ
れ
得
な

い
し
、
叉
そ

の
研
究
的
立
場

と
し

て
は
決

し

て
勢
働
者
階
級

の
積
極
的

要
講

に
墓

い
て
獲
展

さ
せ
ら

れ
る
も

の
で
も
な

い
。
其

の

「
原
則

と
方
法
を
普
及
徹
底
す

る

こ
と

に
努
力

し

て
ゆ
く
」

の
は
、
決
し

て
榮
働
者
階
級

の
中

に
で
は
な
く
、
資

本

家

階

級

の
中

に

「
…
…
努

力

し
て
ゆ
く

の
で
あ
る
。
」

從

つ
て
、
勢
働
科
学
は
陣労
働
者
階
級

の
た

め
の
科

学

で
も
な
け
れ

ば
、
階
級

的

に
中
立
的
な

科
学

で
も
な

い
、
資

本
主
義
嚢
達
過
程

に

獲

生
し
、
資

本
主
義

の
贋
値
法
則

に
從
属
し

て
焚
展

し

て
來
た
勢
働

科
学
は
、
階
級
論
的

に
は
資
本
家
階
級

の
立
場

に
学
と

し
て

の
實
践

ノ

ロ

ム

的
根
撮
を

有

つ
虞

の
科
単
理
論
た
る
性
格

を
憺
う

の
で
あ
る
。
即
ち
資

本
羊
義
獲
達

の
高
次
段
階

に
於

て
は
、
勢
働
科
学
は
、
騨労
働

の
合

理
化
、
墓

化
を
毅

的
に
研
究
し
、
個
別
資
本
、
馨

本
の
利
潤
向
上
に
努
力
す
蓬

共
に
、
鼎

資
本
の
犠
筐

於
て
、
馨

本
の

た

め
に
、
勢
働
者
政
策
を

樹

て
る
た
め

の
科
学
的
根
擦

を
與

え
、
総
資
本

の
立
場
か
ら
、
贅

本

主
義

の
矛
盾
を

カ
ヴ

ァ
ー
す

る
任
務
を
負

う

の
で
あ

ゐ
。
勢
働
保
護
政
策

の
立
場

を
主
張
す

る
場

合

の
多
く
は
、
勢
働
科
学

の
本
質

が
勢
働
奢
階
級

の
利
釜

に
合
致
す

る
と
し
、
或

は
超
階
級
的
中

立
論

の
立
場

か
ら
な

さ
れ
る

の
が
常

態

で
あ

る
。

-

勢
働
科
學
が
以
上

の
如
く
、
資
本

主
萎

の
償
値
法
側

に
從
薦
す

る
か
ら
と
て
、
勢
働
科
学
者
自
ら

が
、
そ

の
矛
盾
を
全
面

的

に
肯
定

、

勢

働

科

學

方

法

論

序

説

鴨
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第
三
號

乃

至
否
定
す
る
も

の
と
ぱ
云
は
れ
な

い
。
寧

ろ
榮
働
科

学

の
基
礎

埋
論
は
、
資
本
主
義

の
債
値
法
則

の
内
部
矛
盾
が
科
学
的

に
探

り

上
げ

ら
れ
、

こ
れ
が
生
産
機
構

の
中

に
科
学
的

に
艦
系
化

さ
れ

て
行

つ
た
も

の
と
丞
え
よ

う
。

斯
檬

に
し
て
、

資
本
制
就
会

に
於

け
る
矛
盾

を
矛
盾

と
し

て
積
極
的

に
肯
定
す

る
虞

に
、
勢
働
科
学
は
科
学
と

し
て
の
現
存

の
根
擦

が

メ

與
え
ら
れ
る
も
の
と
云
え
よ
う
。

三

個

別
勢
働
能

に
關
す

る
方
法
論
的
考
察

,

勢
働
科
学
の
研
究
劉
象
は
大
艦
・次
の
各
項
目
に
類
別
さ
れ
る
。

翫

勢
働
能
に
關
し
て

、

④

個
別
勢
働
能
の
構
造

圖

集
團
力
制

㈲

個
別
勢
働
能
の
襲
達
過
程
並
に
適
朦

㊥

個
人
差

f.e.d.c.b

帥労
働

の
内
容
及
び
方
法

艸労
働
組
織

に
就

い
て

帥労
働
條
件

に
就

い
て

帥労
働

の
環
境
條
件

に
就

い
て

勢
働

の
後
果

に
就

い
て

,
而
し

て
具
艦

的
勢
働
過
程

に
あ

つ
て
は
、

此
等
の
諸
要

因
が
相
互
關
聯

的

に
影
響

ず

る
も

の
で
あ

る
が
、

こ
れ
ら
各
要
因

が
如
何

に
効
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果

的
に
作
用
し

て
い
る
か
、
或
は
充
分

効
果
的

で
な

い
か
は
、
生
産
性

の
攣
動
を
以

て
し
、
そ
'の
判
定

に
は
勢
働

成
果

の
要
件
を
分
析

し

手
段

と
す

る
も

の
で
あ
る
。

以
下
本
稿

に
於

て
は
勢
,働
能

の
中
、
個
別
榮
働
能

の
構
造

に
關

し

て
粗

述
し
て
行
く

こ
と

玉
す

る
。

翫

勢

働
能

に
關
し

て

.

㈹

個
別
勢
働
能

の
構
造

-

帥労
働
力

の
輩
位

と
し

て
の
勢
働
者

個
入

の
素

質

の
艸労
働
過
程

に
於
け
る
現
象
形
態

の
考
察

で
あ

る
。
蝕

で
素
質

の
概
念
を
規
定
し

て
か

」
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
白
來
、
素

質
を
實
盟
概
念

と
し
て
措
定

し
た

こ
と

に
焚
す

る
、
そ

の
形
成
要
因
を
園

つ
て
、
遺
傳
及

び
環
境

理
論

の
展
開

が
決
定

要
因
と

し

一し
の
優
位
論
孚
を
繰

り
展
げ

π
來
た

こ
と
は
周
知

の
通
り
で
あ

る
。
然
し
乍
ら
科
攣
爽
達

の
現
段
階

に
於

て
は
、
素
質

は
環
境

と

の
力
動

的
構
造
聯
關

に
於
け

る
機
能
概
念

と
し

て
把
捉

さ
れ
、
勢
働
能

と
し

て
の
個
艦

の
生
理
的
素
質
並

に
心
理

的
素

質
は
、
そ
れ

が
環
境

え
の
適
懸

の
可
能
性
を
内
含
す

る

一
般

的
特
性

と
し

て
、
相
封
的
聯
關
機
能

に
於

て
理
論
的
基
礎
を
與

え
ら
れ

て
い
る
。
而
し

て
勢
働
個
髄
と
し

て
の
生
体

の
諸
機
能
は
、
肉
艦

的
素
質

と
し

て
の
艦
質

の
中

の
形

質

形
態

的
に
襯
察
可
能
な
徴
候

群

で
あ
り

、
艦
格

は
こ
の
形
態
的
現
は
れ

で
あ
る

;

-
に
就

い
て
は
形
態
測
定

が
可
能

で
あ

る
が
、
其
他

の
機

能

的

特

徴
群

に
就

い

て

は
、
生
理
的
機
能

、
一心

理

的

機

能
な
ど

、
夫

々

一
定

の
刺
戟

の
個

瞳

の
反
慮
を
條

件
分
析
的

に
考
察
す

る
こ
と

に
よ
り
、

關

係

法

則

を
明
晰

に
し
、
行
動

科
学

の
立
場
か
ら
素
質

の
問
題
を
究
明
し

て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
條

件
分
析
法

に
訴

え
る
全
ゆ
る
科
学
の
目

的

、
方

法
論
と

一
般

で
あ
る
。

生

理
的
素
質

の
分
析
究

明
に
は
、
臨
床
馨

学
的
診
断
並

に
各
種
生

理
学
的
測
定
槍
査
器
を
以

て
、
生
膿
測
定

を
實
施
し
、
生
理
的
機
能

及
び
形
態
学
的
測
定

を
行

い
、
個
人

、
集
團

の
身
膿

的
嚢
育
歌

況
、
艦

格
、
榮
養
歌
態

を
槍

べ
る
方
法
が

一
般

に
探

用
さ
れ

て
い
る
。
特

に
勢
働
渦
程

に
於

け
る
化
学
的
、
生
物
学
的

、
物
理
学
的
原
因

に
よ
る
職
業
病

、
就

中
、
化
学
工
業

等

に
於
け
る
有
毒
、
有
害
作
業

へ
の

勢

働

料

學

方

法

論

序

説

341
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膿
質

的
不
適
慮
者

(
特
異
鰐
質

)

の
早
期

稜
見

に
よ
る
災
害
防
止
と
し
て
身
膿

的
條
件

の
適
格
検
査

が
職
種
別

に
行

は
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
。
其
他
、
生
理
的
素
質

と
し

て
先
天

性
諸
疾
患

、
遺

傳
性
諸
疾
患

の
臨
床
讐

学
的
診
断
並
に
諸
機
能

の
測
定

が
實
施
さ
れ
る
。

勢
働
能

の
生

理
的
特
質

に
就

い
て
は
、
心

理
学
的
素

質
と
併
せ

て
、
螢
働
過
程

に
於

け
る
適
慮

現
象
、
順
慮
現
象

、
稜
達

の
諸
相

、
個

盟

差
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
代
謝
な
ど
考
察
ざ

れ
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

(
獲
達
過

程
並

に
適
懸

、
個
入
差

、
勢
働

の
内
容
及

び
方
法

、
勢
働
條

件

の
各
項

に
て
詳

述
す
る
。
)

心
理
的
素
質

に
關

し
て
は
各
種

の
實
験

心
理
学
的
機

械
器
具
及
び
面
接
法

に
よ
り
、
知
能
測
定
、

性
格
検
査
、
適
性
検
査
を
通
じ

て
心

理
的
特
質

の
遺

傳

、
個
人
差
、
性
格
、
知
能
、
知
畳

、
蓮
動
能
、
学
脅
効

果

の
測
定
が
行

は
れ
、

一
定
勢
働
を
効
果
的

に
途
行
す
る

の
に

必
要
な
心
理
的
素

質

の
撰
揮
が
實
施

さ
れ
る
。
作
業

に
よ
る
生

理

的

特

異
盟
質

の
忌
避

と
同
様

に
、
作

業

脅

熟

度

の
遅

い
、
災
害
、

事

艇
頻
嚢
度

の
高

い
作
業

不
適
慮

の
心

理
的
素
質
者

の
稜

見
、
並

に
災
害
防
止
策

と

し
て
施
行

さ
れ

る
の
で
あ
る
。

生
理
的
素

質

,
心
理
的
素
質

の
効
果
的
勢
働
能

と
し
て
の
適
格
條
件

、
適
性
條

件

の
槍
杏

法

は

大

別

し

て

次

の
檬

に

分

類

さ

れ

よ

う
。

,

α

計
測

を
主

と
す

る
も

の
ー

生
膣
測
定
、
禮
格
、
艦
力
、
騰
質

の
測
定

等

②

襯

察
診
噺
を
羊
と
す
る
も

の
i

生
理
的
機
能
、
,身
艦
障

害
、
疾
患
、
艦

型
、
饅
質
、
農
力
等

の
槍
査
,

働

刺
戟
反
慮
形
式

に
よ
る
も

の
ー
ー

知
畳

の
辮
別

、
察
間
目
測
、
反
慮

時
間

等

㈲
.

一
定

の
作
業
を
課
す

る
も

の
ー

知
能

、
運
動
能
、
情
意

的
特

性
等

の
判

定
法
、
作
業
槍
査
、
技
能

検
査
等

⑤

面
接

形
式

に
よ
る
も

の
・1
ー
肚
会

的
熊
度

、
性
格
、
知
能
、
知
識

維
験

等

の
判
定

此
等
槍
査

の
結
果

は
前
述

の
如
く
、
個
膣

の
作
業

え

の
適
慮

の
可
能
性

の
度
ム
n
を
示

し
た
も

の
で
あ

り
、
そ
れ
を
勢
働
過

程

に
於

て
具
現

化

し
得
る
か
否
か
は
、

い
ろ
く

複
雑

な
條
件
が
關
與

す
る
。
個
艦

の
欲
求
膿

制
並

に
心
理
物
理
的
環
境
構
造

で
あ

る
。
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×

で
は
次

に
勢
働
意
欲

の
心
理
学

的
構

造

に
、就

い
て
述

べ
て
行

こ
う
。
勢
働
意

欲

の
構
造
と
し

て
は
、
日
其

の
成
立
動
機
、
口
方
向
性
、

旬
欲
求
艦
制
、
㌍鴎
意
志
艦
制
、
岡
要
求
水
準
、
洗
ど

の
個
体
並

に
集
團
的
特
性

の
心
理
学
的
構
造

が
明
か

に
さ
れ
な
く

て
は
な
ら
な

い
。

抑

々
生
命
過

程
が

一
定

の
定
常
歌
態

を
維

持
し
、
生
物
は
か

』
る
過
程
を
可
能

な
ら
し
め
る
機

制
を
具
え

て
ゐ
る
こ
と

は
否
定

さ
れ

な

ゆ

い
。
精
棘
生
活

と
雌
も

、

一
定

の
枠
組

の
中

で
、
精

紳
的

生
命
を
維

持
し
て
行

く

一
つ
の
定
常

歌
態

で
あ
る
。
過
程
が

こ
の
枠

を
外
れ
る

と
生
物
は
死

に
、
精
神
生

活
は
破
壊

さ
れ

る
。

一
個

の
生
物
が
猫
自

の
平
衡

歌
態
を
維
持

し
乍

ら
、
生
育

し
生
殖

し

て
ゆ

く

に
は
、
精
帥

物
理
的

エ
ネ

ル
ギ

ー
が
必
要

で
あ
り
、
そ
れ
に
樹
懸

し

て
生
物

の
精
神
的
李
衡
歌
態

を
維
持
し

て
行
き
、
身
艦

的
李
衡
が
破
壊

さ
れ
る
と

'精
紳
的
亭
衡
も
破
壊

ざ
れ

る
。
精
紳
物

理
的
李
衡
維
持

に
は
、
先

づ
身
艦

的
平
衡

を
維
持
し
な

け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
爲

に
外
界

か
ら

一
定

の

エ
ネ

ル
ギ
ー
源

の
揖
取
を
必
要
と
す
る
.

こ
の
必
要

に
於

て
各
種

の
某
本
的
欲
求

が
見
出

ホ
れ

る
。
而
し

て
、
生
命
維
持

段
階

に
於
け
る

斯

か
る
自

稜
性

に
基
く
欲
求
、
李
衡

が
破
壊
さ
れ
る
と

、
そ

の
維

持

回

復

作
用

と
し
て
の
反
磨

に
基
く
欲
求
、
更
に
は
爾
欲
求

の
錯
綜

に
よ
り
派
生
的

欲
求
を
生
ず

る
。
精

艸
物

理
的
平
衡

欺
態
を
維
持
し
、
叉
そ
れ
を

回
復

し
よ
う
と
す
る
螢

爲
は
、
凡
ゆ
る
活
動

の
基
礎

で

あ
り
、
そ

の
活
動
結
果
は
事
態

の
力
学
的
構
造
を
攣
化

し
、
こ
れ
が
逆

に
歓
求
そ

の
も

の
を
攣
容

す

る
。
攣
容

さ
れ
た
欲
求
が
新
な
活
動

を
惹
起
し
、
再
度
そ

の
事
態
を
攣
容
す

る
。
欲
求
は
充

足

さ
れ
な

い
限

り
解
消

を
要
求
す

ゐ
不

均
衡

的
緊
張
が
糧
績
し

て
、

こ
れ
が
諸
種

の
活
動

を
解
畿

さ
せ
る
。
而
し

て
欲

求
解

消
手
段
は
内
臓
的
、
筋
肉
的

な
も

の
か
ら

、
精
棘
的
間

接
的
な
も

の
に
分
化

し

て
行

き
、
個
髄

の
精
棘
物

理
的
亭
衡

の
維
持
獲
展
を
極
限

と

し
て
、
そ

の
下
位

目
標
を
派
生

さ
せ

る
。
斯
様

に
し

て
、
手
段
目
標

の
階
暦

的
秩
序
が
構
成

さ
れ
る
。

斯
か
る
樗
造
聯
關

に
あ

る
欲
求
艦

系
の
勢
働
過
程

に
於

い
て
具
現
化

ざ
れ
た
も

の
が
勢
働
意

欲

の
實
髄
な

の
で
あ

る
。

e

誘
意

性

(
行
動
償
)

勢

働

科

學

方

法

論

序

設

↑

343
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欲
求
は
個
艦

の
置
か
れ
た
情
勢

の
力
系

的
構
造

の
耶
衡
維
持
焚
展

の
過

程
と
し

て
爽

生
す
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
可
能
性
を
規
定

す
ゐ
條
件
と

し

て
は
、

9
封
象

の
存
在
、
圓
封
象
獲
得
手

段

の
存
在

を
前

提
と
す

る

の
で
あ
る
。
而

し

て
封
象

と
手
段

の
バ

ラ

ン
ス
に
よ

つ
て
、
實

硯
機
会

が
構
成

さ
れ
る
。

こ
の
封
象

の
要
請

的

性
質
を
誘
意

性

(
行
動
償
)
と
稻
し
、
そ
れ

に
は
積
極

的
㈹
、
消
極

的
e

の
雨

方
向
が
匠
別

さ
れ

る

而

し

て
可
能

性

の
増

強
は
、
封
象

の
位
置

及
び
自

己

の
位
置

墾
化

に
よ
つ

て
行

は
れ
る
。
位
置

と
は
生
活
室
間

に

於

け
る
心
理
物
理
的
位
置

を

云
う

の
で
あ

る
。
斯
か
る
誘
意
性
も
、
其

の
場

の
情
勢

と
個
人

の
内
部
的

欲
求
に
懸

じ

て
、
そ

の
要
求

の
程

度

が
異

る
。

こ
の
要
求

の
程
度
を
要
求
水
準
と
稻
す

る
が
、
位
置
攣

化

の
申

の
心
的
自

己
調
節
作

用
は
、
要
求

水
準

の
攣
化
と
し
て
行

は

れ

る
。

'

㌦
圓

飽

和
現
象

欲
求
實
現
行
動

の
過

程

に
あ

つ
て
起
る
心
的
現
象

で
あ

り
、
疲
勢
現
象

と
表
面
上

は
似

て
ゐ
る
が
、
叉
疲
勢

の
徴
候
と
も
な
り
、
そ
れ

に
同
伴
し

て
起

る
と
と
も

多

い
が
、
心
理
学
的
に
は
同
」

事
實

で
は
な

い
。

飽

和
現
象

と
し
て
見

ら
れ

る
特

性
的
事
實
は
、
行
動

の
攣
化

で
あ

り
、
作
業
法

の
悪
化

で
あ
り
、
情
態
的
攣

化

で
あ
る
。
欲
求

の
實

現

行

動
は
障
碍
な

く
、
攣

化
な
く
進
行
完

了
す

る
と
す
れ
ば
、
そ

の
脛
過
全
髄
は
、
齊

一
的

に
、

一
様

又
は
分
節
し
た
行
動

の
系
列
形
態

を

示
す
。
然

る
に
攣
化

の
な

い
軍
調
作
業
を

長
時
間
反
覆
す

る
と
、
最
初

の
目
標

の
中

に
行
動
者

に
封

し
て
、
そ

の
實
行
が
有
す

る
意
昧

の

側
面

、
殊

に
こ
の
意
味

こ
そ
目
標

が
最
初

に
定

つ
た
と
き

の
誘
意
性

の
主
動
者

で
あ
り
、
最
初

の
目
標

が
こ
れ
を

中
心
に
簿
楚
化
し
た
性

質
を
持

つ
て

い
た
も

の
が
、
賓

現
行
動
中

に
、

こ
の
中

心
的
意
味

が
失

は
れ
、
目
標

の
構
造
性
質

は
、
構

造

的

に

緊
密
な
齋

一
化
が
弛

、

み
、
㈲
の
誘
意
性
を
失

つ
た
た
め
に
、
行
動
者
を
惹

き

つ
け
る
力
を

失

い
、
行
動

者

に
最
初

の
構

造
性
質

の
目
標

え

の
行
動
を
失
は
し
め

た

の
で
あ

る
。

目
標

の
も

つ
構
造
性
質

の
弛
ん
だ
全
饅

は
、
此

の
攣

動

に
恋

じ

て
、
自

然
に
目
標

の
中
に
含

ま
れ
、
前
景

に
出
な
か

つ
た
其

の
他

の
意

344
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味
的
側

面
を
中

心
と

し
て
腱
制
化
、
再
構
浩

化
を
生
じ

、再
構
造
化
し
た
新

し

い
目
標
性
質

が
新

た
な
誘
意

性
に
よ
つ

て
行
動
者

の
欲
求

の

力
を
惹

き
付

け
、
行
動
を
績
行

さ
せ
る
。
斯
く

し
て
、
新
た

に
梅
造
化
し
た
饅
制
は
、
攣
革
毎

に
、
軟

い
攣
動
し
易

い
も

の
と
な

り
、
目

標

の
含

ん

で
い
る
総
ゆ

る
意
味
的
側
面

の
何

れ
に
よ

つ
た
構
造

性
質
竜
誘
意

性
を
失

つ
て
了
う
と
、
實

現
行
動

の
績
行

が
行

は
れ
な
く
な

り

、
行
動
者
は
行
動
を

中
止
す

る
。
目
標

の
構
造
性
質

の
墾
革
動
掃
は
、

そ

の
度
毎

に
場
面

の
分
節

化
を
生
じ
、
行
動

も
速
度
を
早

め
、

落
着

き
の
な

い
、
匿
切
ら
れ
乍

ら
攣
化
し
、
途

に
不
規
則
、
鑑
雑

な
構
造
的
齊

一
性

の
な

い
行
動

に
移

つ
て
行
く
。
飽
和

現
象
は

、
か

玉

る
實

現
行
動

の
實
行

に
基
く
目
標

の
構
造
性
質

の
順

次
的
攣
革
動
描

で
あ

る
。
斯

く
し

て
過
飽
和

し
た
後

は
、
全
く
性
質

の
異

つ
た
作
業

で
あ
れ
ば
直

に
綾
行
す

る
が
、
軍
調
反
覆

作
業

に
あ

つ
て
は
、
過
飽
和

の
現
象

が

一
定
時
間

維
過
後
必
す
起

り
、
初
期

の
目
標
構
彊

の
攣

化

が
行

は
れ
、
初
め
と
異

る
作
業
方
法
を
と
る
様

に
な

り
、
動
作

の
崩
解
攣
容
が
起
る

の
で
、
作
業
効
率
上
6

の
効
果
を
結
果
す

る
。
事

故
、
災

害
、
不
良
品
生
産
現
象

に
就

い
て
作
業
者
を
含

め
た
作
業
構
造

の
斯
か
る
襯

黙
か
ら

の
實
験
心
理
学
的
研
究

が
展
開

さ
れ
る

の
で

「あ

る
。

日

意
志
盟
制

,

'

基
本
的
欲
求
は
複
雑
な
精
神
過
程
を
経
な

い
で
、
個
磯

の
置
か
れ
た
場

の
要
請
か

ら
力
学
的
法
則

に
從

つ
て
解
嚢

さ
れ
る
こ
と

に
就

い

て
は
前
述

の
通
り

で
あ

る
。
從

つ
て
生
命

維
持
的
段
階

に
於
け
る
個
膿

の
行
動

の
傾
向

は
、
勢
働

の
場

に
在

つ

て
略

々

一
定
し

て
い
る
か

ら
、

こ
の
黙
を

考
慮

の
上
、
機
械
、
装
置
等

の
整
備

が
な
さ
れ
な

け
れ
ば
な

ら
な

い
。
個
艦

の
意

志
的
統
制

は
諸
傾
向

の
全
膿
的
相
互
關

聯

に
よ
る
自

己
調
節

と
し

て
考

え
ら

れ
、
作
業
意

志
成
立

の
過
程
は
、
目
的
意
識
的
緊
張
罷
制
を
形
成
し

、
そ

の
緊
張
解
除

の
過
程
と
見

徹

さ
れ
る
。
即
ち
計
書

、
熟
慮
、

意
志
決
定
、

手
段

の
確
立
、
計
書
遽
行
、
動
作
完
了
と

い
う
過
程
を
輕

て
實
現
さ
れ

る
も

の
で
あ

る
。

尚
を
意
圖

的
統
制
動
作

は
栂
績
反
覆
さ
れ

る
と
、

一
定

の
動
作
様
式

の
固
定
現
象

が
起
り
、
容

易

に
實
行

さ
れ

る
様

に
な

る
。

こ
れ

は

動
作

に
封
す

る
欲
求

が
次
第

に
猫

立
し
、

そ
の
動

作

は
精
神

の
全
艦

に
よ

つ
て
支

配

統

制

さ
れ
な
く

て
も

可
能

と
な

る
こ
と
を
意
味
す

'

勢

働

科

學

方

法

論

序

説

己

卍

345
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覧

る
。
作
業

の
脅
熟

過
程

に
於

て
、
そ

の
熱

練
度

の
進
行

に
伸

い
、
欲

求
簿
造
が
憂
革

さ
れ

て
行
く
。

一
般

に
練
習

の
日
数

を
重
ね

て
行

く

と
、
同

ム
時
間

に
於
け
る
作
業
量

の
上
昇
乃
至
同

一
作
業
量

の
時
間
的
縮
少
を
結
果
す
る
が
、
そ

の
練
習
曲
線

に
於

け
る
型
か
ら
脅
熱
型

を
分
類
し
、
脅
熟
し

て
ゆ
く
過
程
を
動

作

時
間

か
ら
考
察

し
、・
動
作

の
艦
制
化

の
過
程
を
明
か

に
し
、
養
成
法

の
基
礎
を
確
立

し
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。

.

,
'

脅
熟
的

学
脅

に
於

て
,
同
種
過
程

を
反
覆
實
行
す
る

こ
と
は
、
行
動
結
果

の
進
歩

的
、
向
上
的
成
果

が
考

之
ら
れ
、
實
験

的

に
も
示
さ

れ

て
架
た
が
、
然

し
實
際

に
は
か

」
る
成
果

の
み
が
生
す

る

の
で
は
な
く
、
他

の
行
動
成
果

σ
攣

化
も

生
じ

て
い
る
。
現
實

に
は
斯
か
る

實
際
的

に
大
切
な
向
上
成

果
を
生
ぜ

し
め
る

に
好
都
合
な
條
件
を
主

と
し

て
考

え
、
練
習
過
程

の
主
要
條
件
と
し

て
強
調

さ
れ

て
來
た

の
.

で
あ
る
。
然

し
学
脅
過
程
を
心
理
学
的

に
考
察
す
る
と

、
か

」
る
實
際
的
問
題

の
み
な
ら
す

、
過

程

の
成
立

時

の
他

の
成
果

又
は
機
能
的

條
件
を
明
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
先

づ
肖
先
行
過

程
痕
跡

の
系
列
的
關
聯

艦
系

が
後
績
過

程

に
及
ぼ
す
影
響

に
働

い

て
考
察

し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

或

る
過

程
が
他

の
過
程

又
は
痕
跡

と
關
聯
的
艦
系
を
な
す
場
合

に
は
簡
潔
性

の
原
理

に
基
く
形
態
化

の
法
則

に
從

つ
て
、
、艦

系
を
な
す

部

分
も
、
亦
其

の
全
膿
も

、
許

さ
れ

る
限
り
力
学
的
安
定
状
態

に
な
ら
う
と
す

る
。
從

つ
て
弱
力
な
も

の
は
強
力

の
も

の
に
惹

き

つ
け
ら

れ
、
同
力

の
も

の
は
軍
猫

で
あ
る
よ
り
竜

一
つ

の
群
團
的
艦
系

に
な
ら
う
と
す

る
。

又
力

の
勾
配

を
生
す

る
と
全
髄
系

に
よ

つ
て
、
部
分

も
關
聯
す

る
全
盟
も
安
定
歌
態

に
な
る

べ
く
分
節
化

し
、
構
造

化
す

る
。
痕

跡
艦

系
は
、
硬
く
、
大

き
く
、
而
も
高
度

に
膣
制

化
し
た
も

の
程
、
安
定
し
た
痕
跡

と
な
り
、
不
充

分
な
鵤
制
化

を
も

つ
痕
跡

に
錫
し
て
は
、
そ
れ
を
艦
制
化

せ
し
め
る
が
、
艦
制
化

し
た
過

程
と

の

關
聯
髄
系

は
容
易

に
成
立
す

る
代
り

に
、
膣
制
化
え

の
愛
動
的
影
響
は
少
く
な

る
。
普
通
化
し
た
過
程
と
な

る
。
但
し
多
種

多
檬

の
部
分

過

程

の
群
團
的
過
程

の
構
造
化

し
た
痕
跡
艦
系
中

の
分
節
化
し
た
痕
跡
は
、
比
較

的

一
檬
な
十
分
購
造
化

さ
れ
な

い
痕
跡
盟
系
中

の
部
分

過
程
よ
り
も
周
園

が
硬

い
性
質
を
も
つ

丈
け
、
安
定

し
た
痕
跡
と
な

つ
て
い
る
.
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斯
か

る
分
節
化
し
た

高
度

の
構

造
化
痕
跡
艦

系
は
、
そ

の
膿
系

の
張

い
力
を
謄

つ
て
い
る
分

節

化

痕

跡

に
よ
つ
て
も
關
聯

し
得

る

か

ら
、
同
種
過

程
に
封

し

て
の
み
な
ら
す

、
そ

の
分
節

化
部
分
饅
系

と
同
質
類

同
的
部
分
過
程
を
も

つ
他

の
過
程
と

の
關
聯

も
比
較

的
容
易

に
成
立

し
得

る
の
で
あ

る
。

.

・

即
ち
利

用
性

の
高

い
痕
跡
艦
系
と
な
り
、
同
種
過
程

の
不
充
分
な
成
立
を
充
分
な
ら

し
め
、
容
易

に
成
立

さ
せ
、
異
種

の
行
動
過

程

に

封

し

て
も

、
部
分
的

に
叉
全
艦
系

に
同
様

の
効
果
を
關
聯

的
に
生
ぜ
し
め
る
。
而
も
安
定
化

し
て
い
る
か
ら
、
長

時
間
を
通
じ

て
役
立

ち

得

る
痕
跡
と
な
る
。
こ
れ
が
練
習
効
果
、
熟

練

の
推
移

と
い
う

現
象

成
果
を
生
ぜ
し

め
る
機
能
的
な
基
底
な

の
で
あ

る
。
從

つ
て
分
節

化

し
な

い
痕

跡
艦

系
程
、
利

用
性
は
少
く
、
韓
移

的
効

果
も
少

い
。

.

以
上
個
膿
の
意
志
艦
制
の
固
定
化
と
脅
熟
の
機
能
的
基
底
に
就
い
て
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
反
覆
回
敏
の
軍
純
毒

は
必
す
し
も
練

サ

習
効
果

に
取

つ
て
積
極
的

に
影
響
あ

る
も

の
で
は
な

く
,
適
宜
な
休

止

の
挿

入

に
よ

つ
て
、̀
良
き
艦

制

の

定

着
効
果
が
生
れ

る

の
で
あ

る
。
勢
働
能

の
養
成
法

の
科
学
的
根
擦

が
與

え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

'

・

×

×

×

.

×

げ

勢
働
科

学

の
科

学
と
し

て
の
存
立
根
擦
が
、
資
本
制
生
産
肚
会

の
勢
働

に
關
す

る
本
質

的
矛
盾
を
矛
盾
と
し

て
積
極
的

に
肯
定
す

る
虚

に
存
す

る
限
り
、
養

本
制

生
産

に
於
け

る
個
別
勢
働
能

の
構
造

と
し

て
の
素
質
、
並

に
欲
求
艦
制
、
意
志
盟
制

の
成
立
並

に
方
向
性

に
關

す

る
科
学
方
法
論

は
以
上

の
如
く

で
あ
る
。

然

し
乍
ら

、
こ
れ
ら
個
艦

の
生
理
的
、
心
理
的
機
能

は
、
内
環
境
を
包
む
外
環
境

と
し
て
の
肚
会
環
境

理
論

の
科

学
的
分
析

と
相
關
聯

し

て
初
め

て
眞

正
な
把
握
が
可
能
と
な

る
。

λ
タ

ハ
ー
ノ
フ
蓮
動

に
於

け
る
、

生
産
効
率

の
驚
異

的
上
昇

は
、
勢
働
意
欲
規
定
要
因

の
嚢

展
的
質
的
韓
換

に
よ
り
、
當

時
の
勢
働
科

学

の
生
産
限

界
理
論
を
實
践

的

に
否
定

し
去

つ
た

の
で
あ

る
。

勢

働

科

學

方

法

論

序

設
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糎

冒

鼓

に
勢
働
條
件

の
枇
会

主
義
的
合
理
化

に
よ
る
、
勢
働
能

に
關
す

る
勢
働
科

攣
方
法
論

の
限
界

的
性
格
が
あ

る
し
、

亦
其
方
法
論

の
異

質
的
基
盤

に
立

つ
構
造
墜
革
が
要
請

さ
れ

て
來
る
。

。

'

(
一
九
五
二

・
九

・
三
〇
)

'

.

附

記

、

、

基

喰
的
夢
働
能

は
生
産
活
動

の
揚

に
於
け

る
集
團
力
制

の
原
理
准
確

立

し

よ
う

と
す

る

出
電

9
0
旨
o
幹
巳

曳

に
始
ま

ろ

「
人
間
關

係
」
(
、.ロ
ロ
日
銘

潤
。
一導
ご
冨
..)

の
問
題

と
し
て
、

ミ

シ
ガ

y
大
學

の
グ

ル
U
プ
、

ダ
イ

ナ

ミ
ツ
ク

ス

O
『
o
暑

O
気
9

日
甘
ロ

に
於

て
そ

の
科
學

理
論

の
實

験
的
研
究

が
見

ら
れ
る
。

集
團
力
制
に
就

い
て
に
、

「
勢
働
能

の
糞
達
過
程
並
適
磨
、
個
人
差
、
勢
働
内
容
及
び
方
法
、
組
織
、
勢
働
條
件
、

猿
境
條
件
、

勢
働
後
果
に
就
い

■

て
」
の
各
項
目
と
共
に
紙
幅

の
關
係
上
そ
の
方
法
論
的
展

開
に
他
の
機
會

に
鵠
り
鷲

い
"
傘
稿

は
主
題
構
成
の

一
部
な
カ
す
も

の
で
あ
る
。

ヒ
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